学習指導案
模擬授業担当チーム:  A

指導者
WARM-UP ＋(復習)＋導入:  
氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　）


展開＋整理


氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　）

1. 日時　20xx年10月23日(金)　第1時間目(9:00-9:50)

2. ゲーンス中学校　1年A組　生徒数36名(男子20名, 女子16名)
3. 教科書 
New English Course, Book 1 (東京: 教育出版, 2007)
4. 単元

Unit 7, “John meets Junko,” pp.35-41.

5. 時間配分
第１時
Section 1
pp. 35-36
自己紹介の練習

第2時
Section 2
pp. 37-38
好きな食べ物について話す　(本時)
第3時
Section 3
pp. 39-40
好きなスポーツについて書く
第4時
本文の朗読および物語の要約
第5時
単元全体の復習とまとめ

6.  教具
フラッシュカード, CDプレイヤー, センテンスカード
7.  生徒観

本学級の生徒は、明朗快活で積極的であり総じて学習意欲が高いといえるが、個人読みやペアーワークの発表をさせると消極的になる生徒が多く見受けられる。それゆえ、題材や言語材料に応じて、できるだけグループ単位の活動を増やすことにより、個々の生徒が学習活動及び言語活動に活発に参加できるような雰囲気を保つことができるよう心掛けたい。

8.　教材観

本単元は、登場人物の中学生が来日間もないイギリス人のALTに対して、自分の名前、身分(学校・学年)、年齢などに触れたのちに、好きな食べ物、スポーツ、音楽などを説明したり相手の日本に対する印象を尋ねたりする会話場面から構成されており、いわゆる日常会話に用いる表現や語彙に習熟させることを主なねらいとしている。したがって、既習事項である第2文型(主語＋動詞＋補語[I’m ~.])から規則変化の他動詞を用いた第3文型(主語＋動詞＋目的語[I like ~.])への展開を図る必要がある。その際、一人称と二人称を用いた疑問文や否定文の作り方についてきめ細かい説明が必要となる。
9. 指導観
9.1　単元の目標
身近な話題について外国人と積極的に英語で意思疎通を図る能力を養成すること。聞くことと話すことを中心にして英語のコミュニケーション能力を育成するためには、生徒が身近な話題について言語を使用する具体的な場面を想定するとともに、言葉の働きに配慮しながら、実際に会話に取り組む機会を十分に設ける必要がある。それゆえ、コーラスワークならびにペアーワークの分量を増やすことにより、生徒の積極的な態度を導き出すよう工夫する。
9.2　本時の指導目標

(1) like や loveなどの他動詞を用いて、自分の好きな食べ物について口頭で表現できるようになるとともに、第3文型(主語＋動詞＋目的語)の構造を理解すること。



(2) 主語が一人称の場合の一般動詞の現在形に関する理解を深めること。

10.  本時で扱う言語材料 (イタリックは新出事項)
　
文型
第3文型(主語＋動詞＋目的語


語彙
動詞
like, love


名詞
beef, egg, fish, milk, miso soup, noodles, orange, sandwich


形容詞
cold, hot, large, raw, small


副詞
a little, very much


発音
母音
soup, noodles, orange, sandwich
11. 本時の教材(別添資料を参照)

12. 指導手順(pp. 2-3を参照)

13. 評価の観点

コミュニケーションへの関心・意欲・態度
積極的に対話に参加している

表現の能力



正確な発音とアクセントで文を読むことができる

理解の能力



相手の発話の内容を正確に理解できる

言語や文化についての知識・理解

欧米では生の魚を食べる習慣がないことを理解する
14. 本時の留意点

(1) 食べ物に関する単語を知らないと言語活動が滞るので机間指導の際に個別に指導するよう心掛ける。

(2) すしのネタを英語で表現することにより対話練習が活性化するので、時間に余裕があれば是非ともチャレンジしたい。
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